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ア
イ
ヌ
語
由
来
地
名
辞
典

「
ウ
ポ
ポ
イ
」
開
業
記
念（

道
央
・
道
南
編
）

「
川
」「
別
」「
内
」が
中
心

　

北
海
道
の
地
名
を
概
観
す

る
と
「
川
」「
別
」「
内
」
が

付
く
も
の
が
目
立
つ
。「
川
」

は
、
滝
川
、
砂
川
、
深
川
、

上
砂
川
、
新
十
津
川
、
赤
井

川
、
む
か
わ
（
鵡
川
）、
浦
河
、

旭
川
、
上
川
、
東
川
、
下

川
、中
川
の
計
13
。「
別
」
は
、

芦
別
、
秩
父
別
、
江
別
、
当

別
、
喜
茂
別
、
登
別
、
士
別
、

愛
別
、
初
山
別
、
遠
別
、
浜

頓
別
、
中
頓
別
、
紋
別
、
津
別
、

湧
別
、
更
別
、
幕
別
、
本
別
、

陸
別
、
別
海
の
計
20
。「
内
」

は
、
歌
志
内
、
黒
松
内
、
岩

内
、
神
恵
内
、
知
内
、
木
古
内
、

幌
加
内
、
稚
内
、
中
札
内
の

計
９
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な

み
に
、
大
空
町
に
は
旧
女
満

別
町
、
新
ひ
だ
か
町
に
は
旧

静
内
町
が
存
在
し
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
は
共
通
項
が
あ
り
、

「
別
」（
ぺ
ッ
）と「
内
」（
ナ
イ
）

は
「
川
」「
沢
」
を
意
味
す

る
言
葉
で
、
そ
の
意
訳
が

「
川
」
な
の
で
あ
る
。
意
味

的
に
は
岩
見
沢
も
こ
の
「
川

グ
ル
ー
プ
」
に
加
え
て
よ
か

ろ
う
。
多
く
の
地
名
が
川
を

中
心
に
命
名
さ
れ
た
こ
と
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ア
イ

ヌ
の
人
々
に
と
っ
て
川
は
生

活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

っ
た
の
だ
。

　

こ
の
ほ
か
「
広
い
、
大
き

い
」と
い
う
意
味
の「
幌
」（
ポ

ロ
）
も
多
く
、
南
幌
、
札
幌
、

幌
加
内
、
羽
幌
、
幌
延
、
美

幌
、
士
幌
、
上
士
幌
、
浦
幌

の
計
９
（
い
ず
れ
も
掲
載
順

は
道
庁
Ｈ
Ｐ
に
拠
る
）
を
数

え
る
。
雄
渾
な
大
河
が
流
れ

る
大
地
が
連
想
さ
れ
、
い
か

に
も
北
海
道
ら
し
い
。

　

自
治
体
名
だ
け
で
こ
れ
ほ

ど
あ
る
の
だ
か
ら
、
小
さ
な

集
落
名
な
ど
も
含
め
れ
ば
膨

大
な
数
に
な
る
は
ず
だ
。
で

は
、
こ
こ
か
ら
は
各
エ
リ
ア

の
主
な
地
名
を
拾
い
上
げ
て

い
こ
う
。

　

ま
ず
は
空
知
か
ら
。
夕

張
の
語
源
は
「
ユ
ー
パ
ロ
」

（
鉱
泉
が
湧
出
す
る
と
こ
ろ
）。

現
在
は
休
業
中
だ
が
、「
ユ

ー
パ
ロ
の
湯
」
に
そ
の
名
を

と
ど
め
る
。

　

道
産
子
以
外
は
恐
ら
く
読

め
な
い
で
あ
ろ
う
美
唄
は

「
ビ
バ
オ
イ
」（
鳥
貝
の
多
い

と
こ
ろ
）。
内
陸
で
貝
の
イ

メ
ー
ジ
は
な
い
が
、
昔
は
沼

貝
村
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

滝
川
の
場
合
は
、
地
域
名

の
空
知
「
ソ
ラ
プ
チ
」（
滝

が
並
ん
で
い
る
と
こ
ろ
）
が

先
で
、
ソ
ラ
プ
チ
の
意
訳
か

ら
滝
川
と
な
っ
た
。

　

歌
志
内
は
「
オ
タ
ウ
シ
ナ

イ
」（
砂
が
た
く
さ
ん
あ
る

川
）。
近
接
す
る
砂
川
は
そ

の
意
訳
で
あ
る
。

　

由
仁
は
「
ユ
ウ
ン
ニ
」（
温

泉
が
あ
る
と
こ
ろ
）。
町
内

を
流
れ
る
珍
名
の
ヤ
リ
キ
レ

ナ
イ
川
は
、
し
ば
し
ば
テ
レ

ビ
番
組
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

る
有
名
ス
ポ
ッ
ト
だ
。
ヤ
リ

キ
レ
ナ
イ
と
は
「
魚
の
住
ま

な
い
川
」
を
意
味
す
る
と
い

う
。

　

浦
臼
は
「
ウ
ラ
シ
ナ
イ
」

（
笹
の
あ
る
川
）、「
ウ
ラ
イ

ウ
シ
ナ
イ
」（
簗
が
あ
る
川
）

と
２
つ
の
説
が
あ
る
。
簗
が

設
け
ら
れ
た
の
は
、
サ
ケ
・

マ
ス
が
豊
富
だ
っ
た
た
め
だ
。

　

こ
れ
も
難
読
の
妹
背
牛
は

「
モ
セ
ウ
シ
」（
イ
ラ
ク
サ
が

繁
茂
し
た
と
こ
ろ
）。
ほ
ぼ

原
音
に
近
い
。

　

こ
れ
ま
た
難
読
の
秩
父
別

は
「
チ
ッ
ク
シ
ベ
ツ
」（
通

路
の
あ
る
川
）。
留
萌
線
の

秩
父
別
駅
は
開
業
当
初
、
筑

紫
と
名
乗
っ
て
い
た
。

　

雨
竜
は
「
ウ
リ
ロ
ペ
ッ
」

（
鵜
の
多
い
川
）。
当
時
は
雨

竜
川
の
河
口
に
多
く
の
鵜
が

生
息
し
て
い
た
と
い
う
。

　

続
い
て
は
石
狩
。
市
民
で

も
札
幌
の
由
来
を
知
っ
て
い

る
人
は
少
な
い
の
で
は
な
い

か
。「
サ
ッ
ポ
ロ
」
と
は
「
乾

い
た
大
き
い
」
と
い
う
意
味

合
い
で
、
そ
れ
は
乾
季
の
豊

平
川
を
指
す
。

　

琴
似
は
「
コ
ッ
ネ
イ
」（
窪

ん
だ
と
こ
ろ
）。
１
８
７
１

（
明
治
４
）
年
、
開
拓
使
に

よ
っ
て
琴
似
と
命
名
さ
れ
た
。

琴
似
地
区
は
、
北
海
道
で
初

め
て
屯
田
兵
村
と
な
っ
た
場

所
で
も
あ
る
。

　

手
稲
は
「
テ
イ
ネ
イ
」（
ド

ロ
ド
ロ
し
た
と
こ
ろ
）。
泥

札
幌
の
由
来
は
豊
平
川

特
集　

民
族
共
生
象
徴
空
間
「
ウ
ポ
ポ
イ
」
の
開
業
に
よ
り
、
ア
イ
ヌ
文
化
へ
の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
る
。
一
口
に
ア
イ
ヌ
文
化
と
い
っ
て
も
、
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
ア
イ
ヌ
語

に
由
来
す
る
地
名
は
最
も
身
近
な
存
在
と
い
え
る
だ
ろ
う
。「
ア
イ
ヌ
語
地
名
」
は
北
海
道

遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
。
北
海
道
の
地
名
は
、
ほ
と
ん
ど
が
ア
イ
ヌ
語
と
何
ら
か
の

関
係
が
あ
る
と
い
っ
て
い
い
。
な
か
に
は
長
万
部
、
倶
知
安
と
い
っ
た
全
国
的
に
知
ら
れ

た
難
読
地
名
も
あ
り
、
そ
の
軽
妙
な
響
き
は
多
く
の
旅
人
に
北
海
道
へ
の
憧
憬
の
念
を
抱

か
せ
て
い
る
。
自
分
の
故
郷
で
も
意
外
と
知
ら
な
い
地
名
の
由
来
を
、
道
央
・
道
南
（
空
知
・

石
狩
・
後
志
・
日
高
・
胆
振
、
渡
島
・
檜
山
）、
道
東
・
道
北
（
上
川
・
留
萌
・
宗
谷
・
オ

ホ
ー
ツ
ク
・
十
勝
・
釧
路
・
根
室
）
に
分
け
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
・
内
海
達
志
）

▲深川駅。前後に砂川、滝川、旭川と
「川」の主要駅が並ぶ

▲閻魔様が迎えてくれる登別

札幌の由来に関係する豊平川▶︎

▲ 2019 年に廃止された夕張駅
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